
静
岡
県
内
一
の
レ
タ
ス
産
地

「
お
茶
、
水
稲
、
レ
タ
ス
の
複
合
経
営
が
当

地
の
特
徴
」
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
Ｊ
Ａ

ハ
イ
ナ
ン
の
流
通
販
売
部
販
売
推
進
課
の
大

石
光
太
係
長
。
畑
か
ら
見
渡
せ
る
牧
之
原
台

地
に
は
、
日
本
屈
指
の
お
茶
の
産
地
を
物
語

る
よ
う
に
茶
畑
が
見
渡
す
一
面
に
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

レ
タ
ス
の
栽
培
は
水
田
裏
作
の
品
目
と
し

て
作
付
け
さ
れ
、
そ
の
面
積
は
全
体
で
約
１

３
０
ha
。
静
岡
県
内
最
大
の
栽
培
面
積
を
誇

り
、
２
０
２
３
年
度
の
実
績
で
は
出
荷
数
約

43
万
ケ
ー
ス
、
売
上
高
約
7
億
5
0
0
0
万

円
。
県
内
消
費
は
も
ち
ろ
ん
、
立
地
を
生
か

し
て
京
浜
市
場
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。
区
画
整

備
さ
れ
た
畑
に
は
、
１
０
０
m
の
畝
に
レ
タ

ス
が
整
然
と
植
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
茶
と
の
複
合
経
営
を
す
る
榛
原
地
区
と

相
良
地
区
、
水
稲
と
の
二
毛
作
中
心
の
吉
田

地
区
の
３
地
区
に
分
か
れ
、
ハ
イ
ナ
ン
レ
タ

ス
委
員
会
の
会
員
数
は
１
１
２
名
を
数
え
ま

す
。
出
荷
の
最
盛
期
は
12
月
～
２
月
と
な
り

ま
す
が
、
吉
田
地
区
は
田
植
え
準
備
前
の
５

月
の
連
休
ま
で
栽
培
さ
れ
ま
す
。

気
温
の
乱
高
下
が

大
き
い
時
期
に
も
安
定

　
「
D
ブ
ロ
ウ
」は
レ
タ
ス
委
員
会
役
員
の
畑

で
数
年
間
の
試
作
を
経
て
、
2
0
2
2
年
に

管
内
で
栽
培
さ
れ
、
会
員
向
け
に
展
示
し
て

公
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
作
付
は
一

部
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
口
コ
ミ
で
も

A
ハ
イ
ナ
ン
　
肥
大
と
形
状
が
安
定
す
る

「
D
ブ
ロ
ウ
」

12
月
の
安
定
出
荷
に
期
待
！
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福島県

栃木県群馬県
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愛知県
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南会津

南会津

静岡県

JAハイナン

レタス

2024年12月3日取材

産地レポート

静岡県

↑前列右から、JAハイナン流通販売部の大石光太係長、生産者の米津信之さん、奥
がJAハイナンの水野優さん。

↑牧之原台地の斜面に広がるお茶畑の眼下に
はレタス畑が広がる。

（
編
集
部
）

　1993年３月に当時榛原郡南部の
３農協（南榛原・榛原・ハイナン
吉田）が合併し誕生したJAハイナ
ンは、大井川西岸に広がる牧之原
台地の一角に位置しています。牧
之原台地は日本最大のお茶産地と
なっており、そこから生産される
お茶は特に質のよい味と香りを誇
っています。 管内で生産される
農産物としてお茶の次に取扱金額
が大きいレタスは静岡県下１位の
生産量で、そのほか温暖な気候を
生かし、ダイコン、メロン、イチ
ゴなどが栽培されています。

地域概況
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品
種
の
評
価
が
広
ま
り
、
徐
々
に
導
入
す
る

生
産
者
は
増
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

生
産
者
の
収
益
安
定
の
た
め
に
慎
重
に
品

種
選
定
が
行
わ
れ
た
結
果
、「
D
ブ
ロ
ウ
」は

2
0
2
5
年
は
栽
培
暦
に
掲
載
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

近
年
の
気
候
変
動
の
影
響
で
11
～
12
月
は

天
候
や
気
温
が
安
定
せ
ず
、
安
定
出
荷
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
課
題
は
、
形
状
や
肥

大
の
ス
ピ
ー
ド
が
安
定
し
な
い
こ
と
で
し
た
。

「『
Ｄ
ブ
ロ
ウ
』は
形
状
が
安
定
し
て
、
お
尻

も
き
れ
い
。
肥
大
し
て
も
大
き
く
な
り
す
ぎ

ず
、
L
〜
２
L
サ
イ
ズ
で
ま
と
ま
り
ま
す
」

　

現
在
ハ
イ
ナ
ン
レ
タ
ス
委
員
会
で
役
員
を

務
め
る
米
津
信
之
さ
ん
は
、
試
作
品
種
の
時

か
ら「
D
ブ
ロ
ウ
」の
特
性
を
知
り
、
２
０
２

３
年
か
ら
作
付
け
を
増
や
し
、
2
0
2
4
年

作
は
約
20
a
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
形
状
の
ま
と
ま
り
の
よ
さ
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ

が
し
や
す
く
、
品
種
選
定
基
準
の
一
つ
に
も

な
っ
て
い
ま
す
」

　

会
員
の
多
く
は
収
穫
後
、
人
手
で
ラ
ッ
ピ

ン
グ
を
行
う
か
、
米
津
さ
ん
の
よ
う
に
自
動

包
装
機
を
導
入
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
出

荷
調
製
時
の
取
り
扱
い
や
す
さ
も
「
Ｄ
ブ
ロ

ウ
」
の
よ
さ
と
大
石
さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

レ
タ
ス
を
基
幹
品
目
と
し
て

　

10
月
中
旬
定
植
、
12
月
中
旬
以
降
に
収
穫

す
る
品
種
と
し
て「
D
ブ
ロ
ウ
」は
採
用
予
定

で
す
。
10
月
は
お
茶
の
秋
収
穫
や
、
秋
雨
の

影
響
で
天
候
が
安
定
せ
ず
、
な
か
な
か
計
画

的
に
定
植
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
肥
大
が
安
定
し
形
状
の
乱
れ
が
少

な
い「
D
ブ
ロ
ウ
」に
は
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
他
方
で
、
10
a
当
た
り
の
出
荷

数
３
５
０
ケ
ー
ス（
２
Ｌ
、
1
ケ
ー
ス
15
玉
）

を
安
定
出
荷
し
て
い
く
た
め
に「
Ｄ
ブ
ロ
ウ
」

の
特
性
が
生
き
る
と
の
評
価
は
、
近
年
の
栽

培
条
件
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
低
気
温
５
℃
、
平
均
気
温
10
℃
を
下
回

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
基
準
に
被
覆
資
材
を
設
置

す
る
こ
と
を
Ｊ
Ａ
と
し
て
推
奨
し
、
保
温
効

果
で
肥
大
を
順
調
に
促
す
栽
培
管
理
の
工
夫

が
加
わ
っ
て
良
品
生
産
が
実
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
被
覆
資
材
の
設
置
は
雨
風
に
よ
る
病
害

の
発
生
軽
減
や
品
質
維
持
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
2
0
2
4
年
は
害
虫
の
発
生
が

多
く
、
虫
害
が
病
気
の
発
生
源
に
も
な
っ
た

た
め
、
例
年
よ
り
防
除
回
数
を
増
や
す
な
ど

栽
培
管
理
に
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
レ
タ
ス
は
当
地
の
基
幹
品
目
と
し
て
位
置

付
け
て
い
ま
す
」

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
の
需
要
拡
大
に
よ

っ
て
茶
葉
か
ら
い
れ
る
緑
茶
の
需
要
が
減
少

し
、
お
茶
の
栽
培
面
積
は
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
。
茶
葉
の
代
替
作
物
と
し
て
、
イ
チ
ジ

ク
な
ど
収
益
性
の
高
い
品
目
へ
の
切
り
替
え

も
徐
々
に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
レ

タ
ス
は
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
管
内
の
収
益
安
定
の

基
幹
品
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
価
格
の
乱
高

下
が
比
較
的
少
な
く
、
冬
が
温
暖
で
京
浜
市

場
へ
の
輸
送
も
し
や
す
い
地
の
利
を
生
か
せ

る
強
み
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

近
年
の
不
安
定
な
天
候
で
市
場
価
格
は
高

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
物
価
高
騰
で
栽
培
経

費
も
増
え
、
ま
だ
再
生
産
価
格
と
し
て
は
十

分
で
は
な
い
と
い
い
ま
す
。
市
場
と
の
価
格

交
渉
も
し
な
が
ら
生
産
者
の
安
定
し
た
経
営

を
支
え
る
担
当
者
の
方
々
の
努
力
と
と
も
に
、

「
Ｄ
ブ
ロ
ウ
」が
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
の
年
内
ど
り

を
支
え
る
品
種
に
育
つ
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

↑10月14日定植の「Dブロウ」。
12月中旬ごろの収穫に向け、
ビニール被覆の準備が進ん
でいた。

↑米津さんの父：栄さんと母：政子さん。米津さんは家業の農業を継ぎ、レタス
1.6ha、水稲３ha、お茶３haを栽培する。３品目を始めて約40年になる。

→
品種の選定は数年の試作結
果から判断して慎重に決め
るという大石さん（左端）。

←
肥大と品質を安定さ
せるために被覆資材
を設置。生産者によ
ってビニールまたは
不織布を使う。作業
は政子さんがポール
を立て、米津さんが
ビニールをかけてい
く。

←
近年、12月においても気
温が安定しない中、「Ｄブ
ロウ」は形状の乱れが少
なく順調に結球していた。
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